

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































。権利者が長期間、権利を行使せず、その結果、もはや権利は行使されな だろうと義務 が信頼し、信頼する とが許
され
る場合に、権利は失効する。
（
21）（
訳者
注）
当時、
同条
は、
⽛無
主の
財産
、
およ
び、
相続
人な
く死
亡した者の財産または相続が放棄された財産は国有に属する⽜
札幌学院法学（三三巻一号）
二一
(二
一)
と規
定していた。現在のフランス民法は、無主の財産は、所在地のコミュヌ（市町村）に帰属するが、コミュヌが権利行使を
放棄
すれば、所有権は当然に国に移転するとする（七一三条、税源系コミュヌ間協力公施設法人への帰属もあり得るがここで
は省
略）
。フ
ラン
ス民
法に
おける無主の不動産の扱いについては、
小柳
春一郎
⽛
不
動産所有権論の現代的課題
―
物の体系にお
ける
実物不動産の位置⽜
吉田
克己
・
片山
直也
編
⽝財
の多様化と民法学⽞
（
平成二六年、
商
事
法
務）
六
六八～六八七頁所収
［
六
八
一～
六八四頁］を参照。
（
22）（
訳者
注）
同条
は、
公務
員が
職務
上の
義務
に違反した場合の公務員自身の責任を規定する。公権力の行使については基本
法
三
四条
により、その公務員を使用する国または団体が責任を負い 公務員が被害者に対して個人責任を負うことはないが、高権
的で
ない領域では、ＢＧＢ八三九条により公務員自身が責任を負う。公務員保護のため、同条では、職務上
の
義
務違反が（故
意で
なく）過失による場合は、被害者は、他の方法で賠償を受けることができない場合 しか、公務員に対して賠償請求でき
ず
（同
条一
項二文）
、
また
、
被害
者は
、
職務
上の
義務
違反
による損害の発生を防止すべく法律上の手段を行使することを故意ま
たは
過失により怠ると、賠償請求できなくなる（同条三項）など、救済が制限されている。
（
平
成
二
八年七月五日脱稿)
ダニエル
スリ
ヴィオク・ボーン⽛私的所有権からの逃亡
―
土地
所有
権放
棄を
例にして
―
⽜（
田處
博
之
訳）
二二
(二
二)
